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「
こ
の
世
の
す
べ
て
は
幻
の
よ
う
な
も
の
。
す
べ
て
は
多
く
の
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た

仮
の
姿
で
あ
る
」
─
─
。
自
分
を
生
か
し
て
く
れ
る
多
く
の
縁
に
「
あ
り
が
と
う
」「
お

か
げ
さ
ま
で
」
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
。
そ
の
縁
を
生
か
し
、
思
い
を
実

現
し
た
り
、
何
か
を
創
造
し
た
り
と
い
う
プ
ラ
ス
の
結
果
に
導
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

わ
れ
諸し
ょ
ほ
う法
を
観み

る
に
、
た
と
え
ば
幻げ
ん

の
ご
と
し
。

　

す
べ
て
是
れ
衆し
ゅ
え
ん縁
の
合ご
う
じ
ょ
う成
す
る
と
こ
ろ
な
り
。�

『
性
し
ょ
う
り
ょ
う
し
ゅ
う

霊
集
』

　

高
野
山
の
ご
詠
歌
に
「
阿
字
の
子
が　

阿
字
の

ふ
る
さ
と
立
ち
出
で
て　

ま
た
立
ち
帰
る　

阿
字

の
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
阿

字
」
と
い
う
の
は
、
真
言
宗
の
お
家
の
御
仏
壇
の

中
の
お
位
牌
に
は
亡
く
な
っ
た
方
の
戒
名
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
一
番
上
に
あ
る
字
が「
阿
字
」

で
す
。
ち
ょ
っ
と
む
つ
か
し
い
文
字
で
す
が
、
真

言
宗
の
ご
本
尊
で
あ
り
ま
す
と
こ
ろ
の
大
日
如
来

を
表
し
た
文
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
宇
宙
の
根
本

生
命
体
と
言
い
ま
す
か
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生
き

と
し
生
け
る
も
の
の
生
命
を
育
ん
で
き
た
所
で
す
。

　

我
々
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
出
で
、
亡
く
な
り
ま

す
と
又
そ
こ
へ
帰
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
こ
と
を

歌
っ
た
の
が
今
の
ご
詠
歌
で
す
。

　

私
達
は
仏
さ
ま
か
ら
尊
い
生
命
を
い
た
だ
い

て
、
こ
の
世
で
の
役
目
が
終
わ
り
ま
す
と
、
彼
岸

へ
往い

っ
て
生
き
通
し
の
い
の
ち
を
い
た
だ
き
ま
す
。

逆
に
言
い
ま
す
と
、
い
か
に
こ
の
世
の
生
き
方
が

大
切
か
と
い
う
事
が
言
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

お
大
師
さ
ま
（
弘
法
大
師
）
の
お
言
葉
に

「
虚こ
く
う
つ

空
尽
き
、
衆し
ゅ
じ
ょ
う
つ

生
尽
き
、
涅ね
は
ん
つ

槃
尽
き
な
ば
、
吾わ

が

願ね
が

い
も
尽つ

き
な
む
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
迷
え
る
衆し
ゅ
じ
ょ
う生、
悩
め
る

人
々
が
い
る
か
ぎ
り
、
自
分
は
み
ん
な
を
救
い
た

い
ん
だ
、
と
い
う
大
き
な
願
い
を
捨
て
去
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
大
い
な
る
お
誓
い
を

立
て
ら
れ
た
お
言
葉
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
お
大
師

さ
ま
の
お
示
し
に
な
ら
れ
た
自じ

り

り

た

利
利
他
の
教
え
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
あ
、
我
々
も
生
き
て
い
る

今
こ
そ
を
最
後
ま
で
精
一
杯
生

き
ま
し
ょ
う
!!

阿あ

じ字
の
子
が　

阿あ

じ字
の
ふ
る
さ
と

　

立
ち
出
て
て　

ま
た
帰
る　

阿
字
の
ふ
る
さ
と
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阿字



　
　
柴さ

い
と
う燈
護ご

ま摩
（
火
渡
り
）

　

柴
燈
護
摩
は
、
不
動
明
王
を
ご
本
尊
と
し
、
護
摩
木
を
焚
い
て
加か

じ持
祈
祷
す

る
密み
っ
き
ょ
う教の
秘
法
で
す
。
柴
燈
護
摩
は
、
屋
外
で
行
う
大
が
か
り
な
護
摩
祈
祷
で
、

理り
げ
ん
だ
い
し

源
大
師
が
創
始
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
薪
を
組
ん
で
ヒ
ノ
キ
や
ヒ
バ
の
葉
で
覆
っ

た
護
摩
壇
を
築
き
、
そ
の
周
り
に
し
め
縄
で
結
界
を
定
め
ま
す
。
法ほ

ら螺
を
持
っ
た

山
伏
姿
の
先せ
ん
だ
つ達
が
入
壇
し
、
法
斧
や
法
弓
・
法
剣
で
結
界
内
の
邪
悪
な
も
の
を
一

掃
し
道
場
を
清
し
ょ
う
じ
ょ
う
浄
に
し
ま
す
。
そ
し
て
願が
ん
も
ん文
の
読
誦
の
あ
と
、
壇
に
火
が
入
り
ま

す
。
真
っ
白
な
煙
が
も
く
も
く
と
立
ち
上
が
り
、
や
が
て
激
し
い
炎
に
な
っ
て
あ

ら
ゆ
る
病
苦
や
煩
悩
が
滅
さ
れ
る
の
で
す
。
壇
に
は
参
拝
の
方
々
の
願
い
が
込
め

ら
れ
た
護
摩
木
も
投
入
さ
れ
、
炎
の
高
さ
は
数
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
ま
す
。
焼
き

尽
く
さ
れ
た
護
摩
壇
の
熱
い
灰
の
上
を
真
言
を
唱
え
な
が
ら
裸
足
で
歩
く
修
行
で

す
。
正
式
に
は
「
火か
し
ょ
う
さ
ん
ま
や
ほ
う

生
三
昧
耶
法
」
と
い
い
、
不
動
明
王
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
一
体

と
な
り
己
の
煩
悩
を
焼
き
尽
く
す
の
で
す
。
僧
侶
、
先
達
に
つ
づ
き
一
般
の
方
も

皆
参
加
で
き
ま
す
。

　

正
観
寺
で
も
、
毎
年
一
回
、
四
月
の
第
二
日
曜
日
（
令
和
五
年
度
よ
り
三
月
の

第
二
日
曜
日
か
ら
四
月
の
第
二
日
曜
日
に
変
更
）
に
行
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
火

渡
り
を
し
て
、
ご
利
益
を
授
っ
て
頂
け
ま
す
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

尚
、
先
達
を
し
て
み
た
い
方
、
お
祭
り
等
の
お
手
伝
い
等
し
て
頂
け
ま
す
方
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

荒あ
ら
り
ょ
う
か
ん

了
寛
さ
ん
の
素
敵
な
こ
と
ば

　

正
観
寺
が
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
に
、
お
勧
め
す
る
日
め
く
り
、
月
め
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
毎
日
の
自
分
を
励
ま
し
て
く
れ
る
素
敵
な
言
葉
と
絵
が

一
杯
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
!!　

本
当
に
お
勧
め
で
す
。
（
本
堂
に

も
、
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
）

　

荒　

了
寛
（
あ
ら　

り
ょ
う
か
ん
／
１
９
２
８
年 

─
／
男
性
）

　

福
島
県
出
身
の
僧
、
画
家
。
天
台
宗
ハ
ワ
イ
開
教
総
長
。
10
歳
で
仏
門
に
入
り
、

12
歳
で
得
度
（
出
家
の
儀
式
）。
大
正
大
学
大
学
院
で
は
天
台
宗
を
専
攻
し
、
清
浄

光
院
住
職
や
大
福
寺
住
職
を
経
て
、
ハ
ワ
イ
で
天
台
宗
の
寺
を
開
く
。
ハ
ワ
イ
や
ア

メ
リ
カ
本
土
で
布
教
活
動
に
従
事
す
る
。
独
自
の
画
法
に
よ
る
仏
画
も
描
き
、
国
内

外
で
個
展
も
開
催
し
て
い
る
。
２
０
１
９
年
１
月
16
日
逝
去
。
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「
境
内
地
墓
地
」「
本
堂　

納
骨
堂
」「
永
代
供
養
塔
」　

に
つ
い
て

　
　
巡　
　
拝

　

巡
拝
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
人
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
る

人
は
願
い
を
持
ち
、
あ
る
人
は
先
祖
の
供
養
の
た
め
と
か
、
何
か
心
に
期
す
る
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
私
（
若
住
職
）
は
、
昨
年
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
の
平
和
的
解
決
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
終
息
を
願
い
、
巡
拝
に
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
目
的
を
持
ち
、
是
非
ご
一
緒
に
寺
社
仏
閣
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

令
和
五
年
度
も
、
巡
拝
に
行
く
予
定
（
善
通
寺
・
石
鎚
山
）
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
Ｓエ
ス・デ
ィ
ー・ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

　

私
（
副
住
職
）
の
次
男
（
小
学
校
四
年
生
）
が
、
小
学
校
の
生
活
発
表
会
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
行
い
ま
し
た
。
子
供
達
か
ら
私

達
大
人
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
捉
え
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（Sustainable 

D
evelopm

ent Goais

：
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
と
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
（leave no one benind

）」
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
目
指

す
世
界
共
通
の
目
標
で
す
。
今
一
度
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
も
の
ば
か

り
で
す
。
是
非
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
一
人
一
人
の
行
動
が
大
き

な
力
に
な
り
、
世
界
の
未
来
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

◎
境
内
地
墓
地　

本
堂
納
骨
堂　

永
代
供
養
塔　

空
き
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
に
、
本
堂
裏
（
右
側
）
に
、
納
骨
堂
の
増
設
を
し
ま
し
た
。

←
Ｎ
Ｅ
Ｗ
（
納
骨
堂
増
設
）

　

─ 

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
十
七
の
目
標 

─

１
．
貧
困
を
な
く
そ
う

２
．
飢
餓
を
ゼ
ロ
に

３
．
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

４
．
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に

５
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う

６
．
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

７
．�

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に　

そ
し
て

　
　

ク
リ
ー
ン
に

８
．
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

９
．
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う

10
．
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

11
．
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

12
．
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任

13
．
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

14
．
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

15
．
陸
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

16
．
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に

17
．�

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
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│ 

新
元
号
「
令
和
」
記
念 

│

「
や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の

　
　
　
　
　
　ご
奉
納
に
つ
い
て

　「や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の
ご
守
護
を
頂
戴

し
、
日
々
の
安
心
の
糧
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　本
堂
内
に
ご
奉
納
さ
れ
て
も
、
仏
さ
ま
を
お

持
ち
帰
ら
れ
て
、
各
ご
家
庭
で
お
祀
り
頂
い
て

も
結
構
で
す
。

　台
座
の
記
載
は
い
か
よ
う
に
も
対
応
致
し
ま

す
。　現

在
、
七
十
体
の
ご
奉
納
を
頂
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
数
に
余
裕
が
ご
ざ
い
ま
す
。



《
月
例
行
事
予
定
表
》【
変
則
的
、要
確
認
】

一
、
御
本
尊
「
聖
観
世
音
菩
薩
」
ご
縁
日

　

  

［
諸
供
養・諸
祈
願（
護
摩
祈
祷
）・ 

昼
食（
弁
当
）お
接
待
有
］

　
　

◎
毎
月　

十
八
日　

午
前
十
時
半
～

　
　

十
八
日
が
日
曜
・
祭
日
の
場
合

　
　

お
大
師
さ
ん
「
弘
法
大
師
」
ご
縁
日

　
　
　
　
　

二
十
一
日　

午
前
十
時
半
～

二
、
般
若
心
経　

写
経
教
室　
月
一
回
程
度
（
第
四
金
曜
）

　
　

平
日
夕
方　

午
後
十
八
時
半
～
二
十
時

三
、
高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌
教
室　
月
二
回
程
度（
不
定
期
）

　
　

平
日
昼
間　

午
後
十
三
時　

～
十
五
時

　

一
、
四
月
二
十
五
日（
火
）～
二
十
六
日（
水
）一
泊
二
日

　
　
　

 

『
善
通
寺
参
拝
』 

費
用 

三
八
、〇
〇
〇
円
予
定

　

二
、
七
月
二
日（
日
）～
三
日（
月
）　
　

一
泊
二
日

　
　
　

 

『
石
鎚
山
参
拝
』 

費
用 

三
五
、〇
〇
〇
円
予
定

　

〒
735- 

0029 

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
茂
陰
二
丁
目
二
―
八
―
四

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
二
―
二
八
二
―
五
六
六
二

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
二
―
二
八
五
―
五
五
三
〇

　
　

E-m
ail : info@

shokanji.com

　
　
　
　
　
　
　

 

広
島　

正
観
寺  �

　

○
新
大
州
橋
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
広
島
府
中（
旧
ソ
レ
イ
ユ
）近
く

　

◎
広
島
高
速
二
号
線

　
　

府
中
出
入
口（
温
品
Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
出
入
口
の
み
）下
車
二
分

　
　

大
州
出
入
口（
仁
保
Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
出
入
口
の
み
）下
車
二
分

　

◇
Ｊ
Ｒ
天
神
川
駅
下
車
徒
歩
七
分

　

◇
バス
停「
新
大
州
橋
」「
府
中
大
橋
」下
車
徒
歩
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
駐
車
場
有
り
）
正　

観　

寺

《
随
時
受
付
中
（
宗
派
不
問
）
》

　
　
　
詳
細
は
お
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
内
地
墓
地
・
本
堂
納
骨
堂
・
永
代
供
養
塔

　
水
子
納
骨
堂
・
水
子
地
蔵
尊
・
や
す
ら
ぎ
観
音

　
正
観
寺
会
館
（
葬
儀
会
場
）
／
（
仏
前
結
婚
式
会
場
）

　
先
祖
供
養
・
水
子
供
養
・
永
代
供
養

　
護
摩
祈
祷
・
厄
除
け
・
お
焚
き
上
げ
・
諸
祈
願
・
仏
事
全
般
等
々

　
随
時
本
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
お
砂
踏
み
可

検
索

第57号　　　　　　　　　　　　　　　　　　観　　　　　　音　　　　　　　　　　　　　　　令和５年  ⑷

令
和
五
年
度

　
　年
間
行
事
予
定
表

一
〜
三

十
八三中

旬
十
九

一
〜
三
十

九
二
十
五
〜
二
十
六

一
〜
三
十
一

十
八

二
十
一

二
〜
三

十
八

上
旬

十
五

二
十
四

中
旬

十
七

一
〜
三
十
一

十
八

一
〜
三
十

十
八

十
八

三
十
一

修
正
会
（
初
護
摩
祈
祷
）

初
観
音
ご
縁
日

星
祭
り
（
星
供
養
節
分
会

　北
斗
護
摩
祈
祷
）

春
季
彼
岸
お
参
り

春
季
彼
岸
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

十
三
詣
り

観
音
大
祭
（
　
　
　
　
　
　
　
　）

総
本
山
善
通
寺
大
法
会
参
拝

十
三
詣
り

観
音
ご
縁
日

弘
法
大
師
ご
縁
日
・
青
葉
祭
り

（
弘
法
大
師
降
誕
会
）

霊
峰
石
鎚
山
参
拝

観
音
ご
縁
日

盆
お
参
り

盂
蘭
盆
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

地
蔵
祭
り（
　
　
　
　
　）※

秋
季
彼
岸
お
参
り

秋
季
彼
岸
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

七
五
三
祝
祷

観
音
ご
縁
日

七
五
三
祝
祷

観
音
ご
縁
日

納
観
音
ご
縁
日

年
越
祭
（
除
夜
の
鐘
）

う

　ら
ぼ
ん
え

施
餓
鬼
供
養

き
ゅ
う
り
加
持

せ
が
き

檀
信
徒
無
参
拝
者
法
要

『
僧
侶
／
先
達 

お
預
か
り
ご
祈
祷
』

ご
本
尊
供
・
火
渡
り

大
柴
燈
護
摩
供
法
要

一二三四五六

七八九十十
一

十
二


